
2018 年 4 月 1日現在 

教員詳細情報                             九州看護福祉大学 

氏名 掃本 誠治 

連絡先メールアドレス  
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略歴 

 

 

 

平成元年 3月 熊本大学医学部卒業 
平成元年 5月 医師免許（医籍登録第 321056 号） 
平成元年 5月 熊本大学医学部附属病院・研修医 
平成 3年 4月 熊本中央病院循環器科 
平成 8年 3月 熊本大学大学院医学研究科修了（内科学専攻）医学博士 
平成 9年 4月 熊本中央病院循環器科（平成 17年より医長） 
平成 20 年 4 月 熊本大学心血管治療先端医療寄附講座 講師 
平成 25 年 7 月 熊本大学大学院生命科学研究部循環器内科学 准教授 
平成 27 年 12 月 熊本大学先進マグネシウム国際研究センター 併任准教授 
平成 29 年 4 月 九州看護福祉大学 教授 
平成 29 年 7 月 熊本大学 客員教授 

取得学位 医学博士（熊本大学）平成 8 年 3 月 

担当科目 
学部：病態生理学、医学一般、卒業研究論文、研究方法論 

大学院：看護病態機能学特論・演習・研究、健康医科学 

専門分野 内科学全般 循環器病学 遺伝薬理学 臨床研究 

所属学会 

日本循環器学会（代議員、専門医、FJCS）、日本心血管インターベンション治

療学会（代議員、専門医）、日本心臓病学会（評議員,FJCC）、ヨーロッパ心臓

病学会（FESC）、日本内科学会(認定内科医) 

現在の研究テーマ 

１）メタボリック症候群、生活習慣病の遺伝・環境要因からみた病態の研究 

２）慢性呼吸循環不全患者の訪問看護における看護師の積極的介入の研究 

３）遠隔医療における看護師の役割についての新規開発 

４）災害時の被災地二次的健康被害の看護・保健視点からの予防法開発 

５）新規素材による医療機器の開発 

 

 

 

教育研究業績 

（著書・学術論文等） 

 

 

 

1) 内科学 朝倉書店 2017 共著  
2) 最新冠動脈疾患学 冠動脈疾患の最新治療戦略 日本臨牀2016 監修・執筆 
3) Heart View 月刊誌「震災時における循環器医療を改めて考える」2017 年 12 月号 
4) 震災と深部静脈血栓症・肺血栓塞栓症 日本医師会雑誌 2017 年 4 月号 
5) 抗血栓薬服用者に対する消化器内視鏡診療ガイドライン 直接経口抗凝固薬
(DOAC)を含めた抗凝固薬に関する追補 2017 加藤元嗣、掃本誠治 他 
6） ST 上昇型急性心筋梗塞の診療に関するガイドライン 2013 年 分担 
1) Hokimoto S. Risk of Cardiovascular Disease After Earthquake Disaster. Circ J 2018 

2) Hokimoto S, et al. Prevalence of coronary macro- and micro-vascular dysfunctions 

after drug-eluting stent implantation without in-stent restenosis. Int J Cardiol 2016 

3) Hokimoto S, et al. The real-world prevalence of cardiovascular events related to 

coronary spasm after percutaneous coronary intervention. J Cardiol 2016 

4) Hokimoto S, et al. High mortality rate in hemodialysis patients who undergo invasive 

cardiovascular procedures related to peripheral artery disease - community-based 

observational study in Kumamoto Prefecture. Circ J 2015 

5) Hokimoto S, et al. Gender differences in impact of CYP2C19 polymorphism on 

development of coronary artery disease. J Cardiovasc Pharmacol 2015 

6) Hokimoto S, et al. High incidence of coronary spasm after percutaneous coronary 

interventions: comparison between new generation drug-eluting stent and bare-metal 

stent. Int J Cardiol 2015       

社会活動・社会貢献 
九州厚生局保健指導医（非常勤）、熊本県社会福祉審議会委員、社会保険診療
報酬支払基金審査委員、熊本地震血栓塞栓症予防（KEEP）プロジェクト（代
表）、『熊本地震シンポジウム 2017』会長、心不全看護チーム医療研究会代表 

 


